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古　 瀬　 謹　 一
私は椅子に座ると授業がしにくいので、こんな歳なるまで授業はずっと立ってやりました。従っ
て最終講義でございますので、これまで通り立ってやらせていただきます。歳はとっております
けども、もう慣れておりますから別に心配しないで下さい。
まず皆さんには本当にお忙しいところ、私の退任記念講義にご出席していただきまして本当に
ありがとうございます。また、ただいま柴田学部長よりもいろいろとご紹介旁々、過分な言葉を
いただきましてまことに恐縮に存じます。そしてこの講義の計画、また諸準備について杉本学科
主任、また大学院学生の皆様、その他の先生方に色々とお骨折りご苦労いただきまして、誠にあ
りがとうございました。厚く御礼申し上げます。
実は私、匚去る時は裏の木戸から、扉をそっと開け、小さな声でさよならといって、一人静か
に去ろう」と、そういうような心積もりでおりましたので、こういった記念講義ということはし
たいとも思っていなかったので。　ところがやれということになりまして、もう慌てまして。です
から、今日は何か飛び出すやら分かりませんけれども、その上、私は大体勉強嫌いのほうでござ
いますので 匚まあ気楽にやりまっせ」匚うん、気楽にやってもろて結構です」。そういうようなこ
とで、ひとつ、気楽にやらせていただきます。
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今日の講義の題目、匚私の心理雑誌」ということでお話しするわけでございます。匚心理学」で
はありません、「心理」です。
まあ、雑誌と言いましても、研究誌から、総合雑誌とか週刊誌、あるいは文芸誌とか娯楽誌、
漫画、色々あります。ですから、気楽にやるためには、ひとつ、娯楽的にやりたいということ。
しかし、根が真面目なのか知りませんが、堅い話になっていく可能性は大きいと思いますが、別
にこれを試験するわけではありませんので、ひとつ、気楽にお聞きいただきたいと思います。
内容といたしましては、私か心理学研究に段々と入っていった経過であるとか、更に帝塚山学
園での思い出とか、また現在について考えていること等々を娯楽誌的に語っていこうと思うわけ
でございます。
そして、この内容というものは、独断と偏見に満ちたものも飛び出してまいりますが、その点
は娯楽誌ということでお許しいただきとうございます。
右脳 ・左 脳
今日お配りしました資料の一番殼初に右脳と左脳について簡単に書いております（資料抜枠１）。
それで、脳の働きと云うものは、非常に入り組んでおりまして、左脳と右脳の両半球は休むこと
なく反応しあっている。それで何か何時、何処で起こっているかということは、なかなかわかり
にくいということらしいですけれど、この脳の活動を画像に取りましたならば、脳の左右には固
有の能力があります。
＜資 料抜粋 １＞
○ 右脳・左 脳
右脳： ものごとを細 かく分けるより、全体的 に処理 する。 夢見がちで、抽 象的 な認知 よりも感覚的な知覚
に関わることが多い。 アナログ。図形や美 術、 音楽。
左 脳： 分析的、論理的、緻 密で、 時間感覚 が鋭 い。 デジタル。 計算、言語。
そこで、どっちが機能しやすいかというようなところから、右脳型、左脳型といった言葉が出
ております。しかし、それが本当に信用できるのかはわからないそうですけれど、信用いたしま
して、私は右脳か左脳かというと、私は完全な右脳型でございます。すなわち分析的でなく、論
理的でもない。緻密でない、万事大雑把で、勉強や研究には向かない、そういう脳の持ち主でご
ざいます。ですから、すぐに勉強から離れてしまうんですね。一生懸命やろうと思っても、やろ
うと思う気さえ起こらない。そんな先生に、大学まで来て教えてもらって、学生諸君はがっかり
しているかもわかりませんが、そういった脳の持ち主でございます。
何故こんなことを始めに申すかといいますと、要するに、匚勉強嫌いがどうして心理をするよ
うになったか」というようなことを、この際、恥を忍んで振り返ってみようと思うからです。
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２
小学生 の頃
私の小学校時代を振り返ってみますと、成績のほうはまあまあでした。ところが高学年になる
に従って、成績が低下していったわけですね。大体、勉強の仕方が解らない、６年生の時なんか
担任にしょっちゅう怒られておりました。担任はよく指導してくださる先生で、学校の勉強は、
匚とにかく予習が大切です」匚予習をしっかりしてください」ということで、予習表というものを
教室の後ろに貼り、みんな何ページまで予習したかというのを、 グ｀ラフにして書きこんでいくよ
うに指導されたわけです。私はどの科目も下ばかり。予習の仕方がわからないのです。ある時、
国語の予習に何したがといいますと、教科書に詩があるんですね。その詩についてのイメージの
絵を描いて先生の所に持って行ったわけです。匚これが予習です。この詩を読んで、頭に浮かん
だことを描きました」というと、先生は 匚これも勉強といえば、そうと言えるかもしれんけど、
しかしなあ、…おまえ…」と呆れられた、というようなことですね。
それで、算数の授業などでもしょっちゅう叱られており、卒業時には持ち直していたようです
が、私の成績低下は隣のクラスの噂になる状態でした。
中学生の頃 ：知能検査 について考え る
中学校での成績はまあましてした。私の中学校入学は、新制中学が出発して５年目です。その
頃の中学校は整備されておらず、校舎さえなく、旧日本軍の兵舎などを利用していました。まし
て講堂などは殆んどの中学校にありません。私も、運動場で入学式を終え、１教室に３クラス、
170人ぐらいが入り、机なしで授業が始まりました。約１ヶ月して校舎ができたので新校舎に移
り、１教室１クラスで授業が行われるようになりました。でも、教室の窓ガラスは外側だけ、廊
下側はガラスが入っていない。隣のクラスが先に授業が終えると喧しくて、こちらのクラスも授
業を終えねばなりません。私、大学の講義では、隣のクラスが授業が終わっても騒音は入ってま
いりませんから、ギリギリいっぱい鐘のなる寸前まで授業するんですけども、そうすると学生さ
んに 匚次の授業の準備が出来ない」と授業評価に書かれまして、匚そうか」と思いましたところ、
学生さんの評価はそれで終かっておけばいいのに、続けて変なこと 匚アノ丶ノ丶ノハ」と書いてある。
結局その辺が今の学生さんの弱さです。何かどうかけじめがつけられない。それで教える方も書
かれたことが遊びとしか見られない。何のために 匚アノ丶ノ丶ノハ」を続けて書くのか、私はその心
理状態がさっぱりわからんのですわ。
まあそういう中で中学校が始まりまして、まともに勉強できない。学校は整備されていない。
運動場は草ぼうぼうでそれを引き、石ころだらけで石を拾い、そして体育のために砂場を忤る時
は、みんなが１ｋｍ先の川原まで砂を取りに行くんです。
私は美術部でしたので、新校舎が建って、それの記念の展覧会することになり、私は川原まで
行って写生。それで２時間ぐらいかけて描いてくるなど、割合のびのびやっていました。そのか
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わりみんな勉強のときはきっちりやっていましたよ。私以外はね。静かに、本当にみんな一生懸
命やっておりましたよ。今の中学生とは雲泥の差でございます。
そういう状況ですから、みんな楽しく中学校を過ごしたわけです。勉強嫌いの私にとっては、
非常に良かったわけなんですね。ところが、中学校３年生の時です。　３学期の卒業間近な時に知
能検査を受けました。もちろん集団検査です。　１年３年と隔年で、全生徒が知能検査を受けると
いう時代でした。それでですね、知能検査というのは、頭の良さを測るんだということはわかっ
ていたけれども、匚それは心理学の一部だ」というようなことはまだ理解しておらなかったんで
すね。　３年生で知能検査をやりました時に、私の隣のＭ君が、学業成績は私より下やのに、知能
検査はものすごくやる。もう二コニコ笑いながらしている。頭の良さを測るのが知能検査ちゃう
んか。成績みたら私ほどではないのに、なんてあんなにどんどん出来るんや。それで知能検査は
信用できるのか、そんなことを考えたわけですね。　しかし、こういった疑問が、心理学を学習す
るということに関係してくるわけなんです。
高校生の頃 ：教育者になろうと考える
それで、まあまあ、こんなことばっかり言っておったら恥ずかしいんですけど、高校の時、成
績はずっと低空飛行。それで、成績悪い私か高校２年生のときに、弟が中学に入学したんです。
弟は私立の進学校に入ったんです。私は高校２年、弟は中学１年生です。ある時、弟の机の上に
化学の教科書が置かれていて、それがなんと、私のと一緒なんです。に れ、俺のんちゃうんか？」
というと、弟が 匚いいや、俺のやで」。私は慌てて自分の鞄を探したら、ちゃんと自分の同じ化
学の教科書が入っているんですね。それで、匚私立は中学から高校の教科書使うんやったら、公
立は大学受験すると負けるにきまっとるやんか。」そこで私は、自分は勉強をきっちりしていな
いことを棚上げにして、匚私か受けた中学教育はなんや。よし、私は中学の教師になる、ひとつ、
生徒がこういった私学に負けないような公立学校にしていこう。」その上うなことを偉そうに考
えたんです。そこから、教師になろうということに進んでいったわけです。しかし、こんなこと
でも非常に右脳的ですよね。詳しい分析も論理 むなし、全く大雑把なのですね。
大学 へ：教師を目指 して
そうしますと、中学校の教師になるためには、教員系の大学に行かなければならない。私学で
も免許は取れますけども、家の経済を考えたら国立の教員養成系に行かなければいけない。それ
で、神戸大学の中学課程。一番好きな科目は国語、その神戸大学教育学部中学科国語を受けたわ
けです。そうしたら、通らなかったんです。失敗しました。それでどこへ入ったか。その頃まだ
先生が足りないから、教員養成学部は４年課程と２年課程があったわけですね。それで２年課程
は２年間で２級の免許を取ることができる。でも私は４年に行きたかった。それなのに４年課程
は合格できず、 ２年課程の、しかも小学科で、中学科ではなかった。それはがっかりしたんです。
他に行くところもなく、小学科２年課程に入学しました。
しかし、小学校科に入ったということが、子どもとの関わりはこんなに素晴らしいのかと気づ
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くことになったのです。中学校に行きたかったのは、中学校教員になりたかったのと同時に、ちっ
ちゃい子どもにやいやい言われたり、世話をするのはかなわん思っていました。それが小学科に
入って、子どもの素晴らしさ、子どもと関わることの楽しさに心を引かれてくるようになりまし
た。特に、６週間の教育実習は本当に楽しかった。もう小学校に行くのが楽しくて楽しくて。そ
ういう中で、小学科を過ごしたわけです。
２年経ったので就職です。私は大学に対する僅かな懐かしさといいますか、匚惜しかったな、
もっと勉強すべきだったな」という気持ちはありながらも、１囗も早く子どもと一緒の生活をし
たいということで、就職試験を受け、合格し、勤務校も内定が近いというようなときに、思いが
けない関門にぶつかりました。それは父親です。大体、私の父親というのは、行きたいところへ
匚ふんふん」といって行かせてくれとったのに、この時だけ 圃 年の勉強で大学で学んだといえ
るのか。それでお前は大切な子どもの教育が、お前の今の力でできると思っとるのか。大学で学
ぶというのは、やはり、論文というものを書かないうちは学んだとは云えない。論文を書くまで
大学を続け。就職してはいけない。」変わった親父ですね、就職早くしてくれというのが大体の
親でしょうけど、それをもっと勉強せいというのです。
父のいうことも正しいのです。その時、兄は大学 ４年生でしたが、兄の大学で勉強している本
を見たら、洋書ばっかり。それでレポート書かないかんとか、論文書かないといかんと、それを
真面目にやっておったんです。そういう兄と比べて、一方の私は子ども子どもで浮かれている。
そういうようなところを、父も私のうぬぼれを歯がゆく思っていたのでしょう。また私自身も自
分の大学での勉強に、兄のそれとの大きな差を感じ、匚これではなあ」というような思いはある
ことはあったんです。それで父の説教で、これで本当に子ども教育出来るのかということ。確か
に実習中だったら、自分の足りないところは、担任の先生がちゃんとカバーしてくれます。そう
じ あなくって、一人で教師として子どもをきっちり教えられるのかどうかというと、それがあや
ふやになって来たりして、やっぱりもうちょっとちゃんと勉強すべきかな、というようなところ
から、感覚的に教師はできると浮かれておった私の眼が覚まされたわけです。
３
関西学院大学へ編入 ：教育心理学を 学ぶ
こういうことで、編入試験を受けるわけですね。神戸大学でも編入試験はあるわけですけれど
も、もう２年間でno 単位ぐらいとっているわけです。その頃の神戸大学教育学部いうのは、心
理学なんかものすごくよかったですよ。例えば青年心理学の津留宏先生の授業は、それを聞いた
ら、ほんまに自分の心をすっかり指摘されているようで、本当に楽しかった。でも同じ勉強をす
るなら、なんとなく教員養成系というところから、ちょっと離れて勉強したい。もう少し他の大
学で教育心理学や教育学が出来るようなところ、もう少し教育心理学が勉強出来るようなところ、
そういうところから1958年、通学上一番近い関西学院大学の文学部教育学科に編入したわけです。
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＜資 料抜粋 ２＞
○知能 は全人格 の一部
知能 は本質的 に、 情緒、 感情、態度、 雰囲気、生 活経験、 身体的疾患、身体的 健康 等々と内部的な相互
関係があ るので あって、 知能それ自体 は独立 して 活動 しているの もので はない。知能 が、 人格と呼ばれ る
まとまり の力動的、機能的 な部分 として 考え るとき、 それは正 しく理解さ れてい ることになる。
その頃、教育の目的は教育哲学、方法は教育心理学というような考え方が基本的なものとして
あったわけです。したがいまして、その編大した時には、教育心理学をやろうか、教育学をやろ
うかということ、ちょっと迷ったところがあるんです。ところが関学の授業に教育学講読演習、そう
いう洋書を読む授業がございます。そのときに、Fromm とHartman  (1955) の“Intelligence:
Ａ Dynamic Approach ” という薄っぺらい本なんですけども、それをテキストにして授業が行
われました。それで、このテキストを読んでまいりますと、資料の２番目にありますように（資
料抜枠２）、「知能は本質的に…」と書いてあります。要するに、全人格の一部としての知能であ
ります。これまで、知能検査は1905年にビネーとシモンの手によって標準化されて以来、知能と
いうのは知能の構造よりも、知能テストに関心がもたれていました。
確かに知能には独自の構造かおりますが、その知能を力動的見地から考えると、知能は知能そ
のものの構造も大切だが、それよりも、全人格としての構造のひとつとしてとらえないといけな
いんだ、という内容のテキストなんです。それを読んで私は中学３年の時のＭ君のことを思い出
し、これで、そのときの疑問が私なりに解決できたわけなんですね。Ｍ君は知能が高かったかも
しれないけれども、それが彼の事情で、いろいろな要素が絡んで、十分な学業成績までいかなかっ
たんじゃないか、そういう考え方が出てきたのですね。Ｍ君の知能指数がなんぼあって、という
客観的データもなにもないからええ加減なもんなんですけど。まあこれも右脳型やからできたん
でしょうけれどね。 そういうように、「ああ、知能というのは、知能検査だけではなくて、色々
なこと、例えば知能検査をやるということは、その検査中にどのような反応、どの様な状況であっ
たか。それによって知能だけではなくって、その人の性格までとらえなければ、本当の知能は理
解できないんだ」。そういったような内容をテキストから読み取り、心理学は面白いということ
になってきました。
その頃、知能検査は集団検査だけ、つまり多人数一斉に 匚はじめ、おわり。」というような学
校の検査、私はそれしか経験してなかったわけです。ところが関学とは非常によい学校でありま
して、先輩の論文を後輩が手伝うんです。私も３年に編入しまして、 ４年生の先輩の論文を手伝
うために資料集めに参加させてもらいました。その時に初めて、個別的な知能検査かおることが
わかったんですね。 wise と鈴木ビネー。「これやったら、あの教科書に書いてあったこと出来
るな。」まあ、せやけどそれはなかなかでけへんのですよ。そんなひとつひとつの知能検査の答
えを出すときに、被験者の状態をよう見るなんていうことは難しい。だから私らよく行った方法
は知能検査と同時に性格検査もするということです。この方法はしょっちゅうやっておりました。
それでそういうところからですね、だんだんだんだんと心理ということに向かっていったわけな
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んです。そうして、学士論文も知能測定と人格因子の関係、といテーマで作成するまでになりま
した。
さて、そうしてやがてその学部を終わってですね、大学院修士課程に進みました。修士課程に
行くときに、匚勉強したいだから修士課程に行くんだ。」そういうところもあるけれども、またこ
こで右脳的なものが出てきますね。大学３年編入生なんていうのは、今でこそ編入は非常に広く
行われるようになっていますが、そのころは編入なんてするのは本当に僅かだった。ですから編
入生の単位認定などものすごく厳しいんです。神戸大学ではno 単位とっても関学で認めてくれ
たのは42単位。それで卒業するには後残り82単位、その上に卒業論文も書かなければいけない。
しかも 匚科目のとり方であなたはまだ２年生の科目の取り残しがあまりにも多い。ですから３年
生の科目はとってはいけません。」つまり仮３年生です。匚これで２年間で卒業できんるんかい。」
しゃあないから、アルバイトもしながら一所懸命頑張ってそれで卒業しました。
何か私は、初等教育時代の後半が成績落ち、また中等教育時代の後半がまた成績が悪かった。
それで大学時代でも後半にしんどい思いをした。前半は子ども子どもに夢中、後半は単位単位に
追いまくられてしんどかった。だから 匚勉強もそうだけれど、もうちょっとゆっくり学生時代し
たいな、もうちょっと楽しく学生時代を過ごしたい。」というようなこと。それで大学院に進ん
だというようなことを否定することはできない。実に勉強嫌いな右脳型でしょ。
大学 院；ピアジェを研究する
それで大学院ではですね、当時ピアジェの研究の第一人者であった大伴茂先生の指導を受けま
して、どんどんどんどんピアジェのことについて学んでいったわけでございます。　ピアジェの文
献をしっかり読まされ、ピアジェの考え方に引かれていきました。したがいまして修士論文もピ
アジェの児覓思考の実存性について、ピアジェの考え方が本当に正しいのかどうか。そういった
ようなことについて、夢ということを一つのテーマにして書いていったわけです。夢をやるから
には、やっぱりフロイトもせんといかんような時代です。しかしまあフロイトの本はたくさん買
いましたけども読んだんは２～３冊ぐらい。それでそのピアジェを私なりに一生懸命勉強いたし
まして、ですから今でも私の授業ではピアジェが絶対出てくるんですわ。発達心理学でピアジェ
については、最低３～４週間に亘って授業をしてしまうんですよね。もうピアジェは、大好きで
すから。
それから、今はですね、関西学院大学の学校組織が変わりまして、文学部の教育学科とか、大
学院の教育学専攻というようなものはもうなくなっております。　しかし、当時の関学ではですね、
文学部教育学科の中で教育心理を勉強できる。さらにその大学院の教育学専攻でも教育心理を勉
強できる。要するに心理学を人間形成、教育という面に関わらせて勉強や研究ができる。その内
容は、理論は勿論、心理検査を仕込まれ、さらに教育相談など、教育臨床にまで及んでおりまし
た。大体、学部の学生は心理検査をやる。その検査の結果をもって大学院の学生が教育相談を担
当する。そういったようなシステムといいますか、そういう中で勉強することができたわけです。
非常に関学の先進的な教育心理学研究や、教育のおり方だったと思うんですね。それで私も教育
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臨床をやりまして、大学院修士課程を出ましてから関学の学生相談室でテスターやカウンセラー
をしたり、また薫英短大に行く前にですね、豊中市の教育研究所そこで教育相談ということを担
当していたわけです。また、高槻市教育研究所でも、教育相談や相談指導を行っていました。
教育研究所での教育相談 ・臨床経験
豊中に行ったころは、ロジャーズの来談者中心療法が非常に盛んになってきたこ頃であります。
それまではウィリアムソンの臨床的カウンセリング、要するに検査をやってその検査に基づいて、
匚いろいろああしなさい、こうしなさい」というふうに指示を与えていく。それがロジャーズの
非指示的カウンセリング、すなわち来談者中心療法が入ってきたときには慌ててしまいました。
でも仕方がないから、一生懸命勉強しましたが、ほんまにこんなもん効果あるんかいと思う。だ
けども、やっぱりじっくりじっくりとロジャーズの考えを読んでいくとやっぱりそうかなと思っ
て、非指示的方法でがんばることを繰り返していました。私は教育学もやっておりましたからね、
カウンセラーがクライエントを尊重してそれでその、クライエントの言うことを一生懸命聞いて
聞いて聞いて、理解し理解し共感して、そしてクライエントが自分自信で成長していくというこ
とよりも、教育実践で、適切な指示や指導を与えることが、学習者の望ましい変化や成長を促進
するという事実から、カウンセリングでも指導を与えたいという思いが強くなる。
特に子どもの問題。子どもはアクスラインのプレイセラピーをやります。その時に子どもの遊
戯治療を何回かしているうちに、子どもの行動、動きが止まる。非常につまらなそうなそういう
ような雰囲気が出てくる。治療の過程でこのような時、こちらから積極的に、匚これしましょう
あれしましょう、こうやってごらん、ああやってごらん。」そうするとその子どもの元気さがま
た戻ってくる。そのへんでこちらからいつ働きかけたら効果的でいいか。そういうふうに、クラ
イエント尊重より治療者リードについでをやっていたんですよ。
でも振り返ってみると、この方法は、教育相談では迷惑かけたことのほうが多い。例えばある
不登校の中学生、それが本人は研究所ヘカウンセリングに全然来ない。お母さんずっと来られて
る。やっと本人もチョコチョコ来るようになってきた。お母さんはまだ 匚この子のことがしんど
い」言っている。その頃、連絡することがあって、それでお家へ電話したら本人が電話に出た。
その時にここで本人にプッシュしようと考え、匚やっぱりもうすぐ中学校も終わるから頑張らな
いかんね。」と言ったとたん、 が｀チャンと電話が切られた。それからその中学生は私の前に二度
と現れなかった。だけどもその後高校へ行きました。高校へ行って１ヶ月で退学して専門学校行っ
た。そこでのびのびと勉強できたのです。このように本当にそのプッシュすることは難しい。プッ
シュすることは難しいけれども、やっぱりその私、のんびりしているようで苛ちなんです。早い
こと結果が知りたいんですね。まあ、その辺が、自分自身がもっともっとカウンセラーとして成
長する必要があったんですけど、それせずにカウンセリングをやったから多くのクライェン 囗こ
迷惑をかけだのではないかと思います。
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４
大阪薫英女子短期大学 から帝 塚山短期大学 へ
大学教員として初めて教壇に立 つだのは、大阪薫英女子短期大学でした。その頃たくさん短期
大学ができまして、短期大学の先生が足りないということで、その波に乗って薫英に潜り込めた
のでしょう。それで薫英に10年おりまして、1976年に帝塚山にまいりました。ちょうど大学院の
指導教授の大伴茂博士のご子息、大伴公馬先生、その方が学長になられ、匚学長になってしまっ
たから、お前、帝塚山に来て手伝どうてくれ」ということで、帝塚山に赴任してきました。その
時、大伴先生は 匚帝塚山ではしっかり研究費もあるが、あんたのこれまでの学校では研究費少な
かったやろ」匚僅かしかありません」匚ここでは研究費も十分配慮されてるし、しっかりと研究やっ
てくれよ」と、そういうふうに言われたのに、３年目には教務部長になってしまいました。大伴
先生は、そらもう短期大学の特色ある短大のためにものすごくいろんなアイデアを出されて、そ
れを次々実現されていかれました。例えば、外国での勉強、その頃普通であった半月や１ヶ月で
はなく、後期全部、英米文米専攻の希望者はカナダへ、後期開全部ですよ。
帝 塚山短期大学
大伴先生は、そういったような教育、学校運営を始められたんですね。それでそういうことの
なかでだんだん雑用が回ってきまして、そういうふうに新しいことをどんどんやられますから、
教務部長大変でございました。当時だいたい外国語科目というと短大では英語だけ。それが英語
はもちろん、フランス語、中国語、朝鮮語、それをやった。　しかも少人数、それだけ教室がたく
さんいる。私、教務部長時代に、教室使用率というのが100 ％という時開かあった。それでね、
匚もし雨が降って体育の授業を教室でやります」と言われたらお手上げ。まあ、上手いことに、
そういう時間、他の科目でいくつか休講かおるわけです。その休講の教室に慌てて割り振りをす
る。ですからその教務部長というのは本当に大変ですよね。その代わりに勉強がちょっとおろそ
かに、勉強嫌いの私にはそれがよかったのかも知れません。大伴先生は12年間、学長をなさって
退任されました。ということで私、やっとこさ教務部長辞めさせてもらってほっとしたら今度は
学長やれと。勘弁してよ。でも学長というのは学長選挙かおりますから落ちるに決まってると思っ
ていたら落ちなかったんですわ。それで学長です。
その学長の時もいろいろ大変でしたけれど、特に当時の帝塚山短大。今では全く想像もつかな
いけれど、ぼろでしてね、校舎が。研究室を見ても、廊下からすぐに部屋に入れるそういったよ
うな研究室は殆んどなかった。どんなんかというと円形校舎、中央にホールかおり、ホールを囲
んで教室があります。この１つの教室を4つに区切り、共通の前室と奥に３つの研究室を配置す
る構造です。それで電話も研究室共同で前室に１台しか置かれていない。また各部屋の仕切りと
いうのはベニア板です。これが、私か帝塚山に来たときの研究室。しかもそのベニア板は茶色に
なって、もうマッチだけで火つくようなもの。それから食堂もない。
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そういうようなことで短大は 匚校舎建ててくれ、建ててくれ」と言っていた。学園は動いてく
れなかった。高校に新校舎ができると 匚短大の近くにある旧校舎が空きますから、そこを短大が
使いなさい。」匚幼稚園舎ができたから、古い方は短期大学が使いなさい。」そういうふうな状態。
それと私か学長になったときに、奈良市の学園前再開発計画が浮上し、それに乗って短大の校舎
を建てる話が出てまいりました。そうしますと工事費はどうなる、再開発はどうなるやわがらん。
そういう中でどうしてもいるということで建ったんが14号館、あの食堂のある建物です。それま
で短期大学に食堂もなかったんですね。高等学校の食堂を使っていました。高等学校は土足禁止
ですやん。短大生は靴脱がんでいいけど、できるだけ大人しく、大人しく食べてや。そういうよ
うな状況だったんですね。それでその校舎ができた、食堂もできた。嬉しかった。　しかしそれだ
けではまだ足りません。再開発問題を含め、色々がたがたしましてね。そういう時に、ちょうど
就任された第８代学園長の永尾汎先生が取りまとめられて、再開発に参加するということになっ
たわけです。
人間文化学科から心理福祉学部、そ してこころのケ アセンタ ーの開設
それでその第８代永尾学園長はですね、新しい大学という問題、つまり18歳人口がどんどん減っ
ていく時代に対応できるような帝塚山大学に、大学を改組していかなければならないという問題
にもリーダーシップをとられました。そういうところからですね、その新しい大学を作るために
ですね、古い組織、大学の教養学部と短期大学から新しい大学の学部を２つ、それから短期大学
部、それを作るという。これを３点セットと言ったんですけど、そこに永尾先生が踏み込まれた
わけなんです。まあ、そういうところから大学には、それより先に法政策学部ができちゃったん
ですけど、教養学部加人文科学部になり、その中に人間文化学科ができた。人間文化学科が今度
は心理福祉学部に改組した。これで、短期大学部はなくなりましたが、永尾先生のおっしゃった
その理想が、やっと実現したのだと私は思うんですね。まあ、そういう思い出話をしていたら楽
しくて時間が早く立つんですけど。
帝塚山学園は1941年に創立されまして、そこから力と心の教育ということを掲げて、正しく清
く逞しく美しく、その上うに生きる人材の養成、そういったような教育に力をいれてまいりまし
た。しかし現代社会というものは非常に物質化あるいは機械化される、まあいわゆる人開か楽で
便利なそういう世の中を展開している。というようなことでありますが、一方では精神的な脆弱
性。それが非常に顕著になっているということです。それで今いつもいつもその新聞やテレビに
報道されるいじめだとか虐待あるいは殺人、談合事件さまざまな事件とか事故、詐欺、そういう
ふうな現代社会というのは問題だらけであります。それだけに、心の病とか心の悩み、そういう
ものに陥りやすい時代であるわけですね。それで心の悩みや問題を解決しなければならない。そ
こに、帝塚山大学にこころのケアセンターが開設されまして、また心の専門家を養成する大学院、
それも設置されました。こうして帝塚山学園の目指す教育が、時代・社会にいっそう貢献できる
可能性が大きく展開できるようになりました。
しかし、たとえ心のケアを受けてそれで健康を取り戻したとしても戻った社会が無茶苦茶なら
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ば、つまり病院で病気を治しても出た社会というものが、出た環境が病気だらけじゃあなんの意
味もない。面白味もない。というところから、やはり心の育つ社会ということ、これを一方に考
えていかなければ、本当の心のヶアというものはできないのではないかと思うわけなんですね。
それでそういったような今の社会がどんな社会かということ、要するに人開かあんまりどちらか
というと幼いまま止まってしまっているというような状況だということ、その上うな社会状況の
中での心のケアについて、また、心のケアセンターの進む方向についでを、こころのケアセンター
の紀要第１号に書かせてもらったわけです。このことに関連して、現代人の心のケアと、心が育
つ心理学について触れてみたいと思います。まず、ピアジェの知的な発達から考えましょう。
５
現代人と ピアジェの思考発達 理論
ピアジェの思考発達理論では、人間は環境に対して同化と調節を行う。脱中心化をはかりなが
らより高次の調和のとれた統合された構造の獲得への過程をたどる。この過程を均衡化、要する
に私たちはより高次の段階へ向かって、今もっている構造や枠組から脱する、すなわち 匚脱中心
化」していかなければならない。そこに新しいものを作りだしていかなければいけない。それで
より統合された高次のものを獲得していく。そのことによって人間の知的なあるいは精神的なも
のそういうものが非常に調和、均衡がとれていくという。そういったような考え方がピアジェで
あります（資料抜粋３）。
＜資 料抜粋 ３＞
○ ピアジェの思 考発達理論
環境 に対して、同 化と調節を行う。脱中心を はかりながら、より高次 の調和 のとれた、 統合された構造
の獲得 への過程を たどる。 この過程を均衝化 という。
その過程 は次のような段階に区分され る。　Ｉ． 感覚 運動的段階　Ｈ．前操作的 段階（①前概念的思考期
②直 感的思 考期） Ⅲ。 具体的操作 段階　lV. 形式的操作 段階
いろいろな要素をまとめて一つの体験に作っていく操作、それが初めは具体的なものしかできない。
ところがだんだんだんだん抽象的なもの論理的なもの、そういったようなものができていく。これが
殼後の形式的操作ということになるわけですね。形式的操作といいますのが、これはｎ歳頃からだん
だん発達していくと言われております。そうすると、現代社会では、形式的操作ができる段階である
のに、形式的操作をしない人開かあまりにも多いのではないかということです。要するにより高い高
次の機能化が、今、非常に弱くなってきている。そして現在ある機能より高次の構造にするための脱
中心化もそれも弱い。そういったようなことで何でも弱い低次のままとどまってしまう。状況を冷静
にとらえられず、それが感情場面まで及んで、気に入らないことに遭遇すると、攻撃的、暴力的、反
社会的に 匚わあっ」となってしまうのと違うかっていうことです。
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心 の構造
それからやはりこういったような心ということをしっかりと見ていくためには、精神分析が、
我々に非常に大事なさまざまな考え方を示してくれるものであります（資料抜書４）。それでフロ
イトはですね。意識、それは外界と接触している。前意識、これは意識しようと思うと意識でき
るものが前意識。さらに意識できない無意識の世界。それからリビドーという精神的なエネルギー
があって、それが自我に働くか、超自我に働くか、イドに働くか、この３つの働吉方がどういう
ようになっているかが大切なんです。
自我といいますのは、われわれの行動は、外界との接触をしていくことでございますから、そ
の時、自我は外界とそれから個人の内界とを上手く調整していくというような役割をもっておる
わけですね。もうイドなんていうのは本能的なエネルギーの塊。そういうエネルギーが出るのを
押さえたり延期させたり、こういうようにこの外界と内界とが上手くいく調整役をやっているの
が自我です。イドといいますのは、これは非常に本能的なエネルギー。それがその我々の無意識
の中を仕切っているわけです。それで超自我といいますのは、さらにこの自我を監視していく。
自我がイドを許すとお前ちょっと許しすぎちゃうかというふうに。自我の検査役といいますか、
そういう役割を超自我はもっている。
＜資 料抜粋 ４＞
○心 の構造
無意識
前意識
意 識
ユング
ラザラス(帆足喜与子訳)匚個性と適応｣岩波書店　　　　　 河合隼雄 匚ユング心理学入門｣ 培風館
そ れ で リ ビ ド ーと い う そ う い っ た よ う な エ ネ ル ギ ーが で す ね、 自我 に多 く 働 く と こ れ は非 常 に
現 実的 な性 格が う ま れ る。 そ れが イ ド に 働 く と 衝動 的 な 性格 に な る。 ま た 超 自我 に 働 き ま す と こ
れ は非 常 に 道徳 主 義 的 な そ う い う よ う な性 格 に な る。 そ うい う と こ ろ か ら 見 ま して 、 今 は 自我 が
弱 ま っ て き てい る。 さ ら に そ れを し っ か り と検 閲 す る超 自我 、 そ れ は、 しつ け とか そ う い う もの
が で き いて るか に関 係 す る の で す が、 こ れ が弱 ま っ て き てい る。 そ う い う と こ ろか ら イ ドが 吹 き
出 や す く本 能 的 、 衝 動 的 な行 動 を 示 し や す い。 こ う い う 時代 であ る ん ち ゃ うか な と い う こ と が、
フ ロ イ トか ら 見 れ ば いえ る よ うで す。
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ところで、ユングはですね、その人間の心理的な構造を意識と個人的無意識さらに普遍的無意
識に分けております。それで個人的意識は今意識していること。個人的無意識といいますのは、
意識されない今までの経験、内容はあるが意識には上がっていないもの。さらにコンプレックと
いうものが、個人的無意識の中に入っている。それで普遍的無意識といいますのは、これは意識
することができないのです。下に書いてありますよう（資料抜枠５）に表象可能性の遺産。 それ
が私達の行動に影響するという形で出てくるんです。
それは単に個人的でなく、人類に普遍的なもので個人の心の真の基礎といわれています。我々
人間には知的なレベルでなく、もう人間に起こった非常にプリミティブな現象的な心性に通じる
もの、そういったような非常に深いものがヒョイと出てくる。ててきても、それをそのままガバッ
とでてくるんじゃなくて、人間の行動や存在の仕方に影響してるんと違うかというように出てく
る。これは全人類共通のものであり、その出方にも普遍的な形かおる。それを元型といったわけ
ですね。
それでその元型ということまで詳しく触れたら時開か足りません。元型の中で、例えばアニマ
とアニムス。アニマは男性の普遍的無意識に潜む女性的なもの、アニムスは女性に潜む男性的な
もの。それが危機状況や創造活動に大きな働きをする。そういったものが人類の無意識にある。
それが何か行動するときに影響を及ぼす。それでそういうような普遍的な無意識というものは個
人のものではなくて全人類に共通している。そういった我々の心というものは普遍的無意識とい
うそういうようなことも考えなければいけない。
我々の心は、非常に奥深い精掀歐というようなものを私は感じるわけなんですね。ですから私
たちは今、情報交換する、メールやなんかでパッパパッパとやるわけです。しかしそれは意識の
ごく薄っぺらい表面だけ。しかし本当の情報交換というものは、こういう無意識というようなと
ころに関係する人間の行動との、そういう状態での情報交換でなければならないわけです。そう
でなければ本当のものは伝わらない。ですがらそれが今の情報交換では、情報交換そのものが、
非常に軽く扱われているんじゃないかと思うのです。
＜資 料抜粋 ５＞
・普遍的無意 識　表象可能性の遺産として、 個人的で はなく、人類 に普遍的 なもので、 個人の心の真の基
礎。 われわれ人 間には、知的な レベルで はなく、 原初的な心性 に通じる表象の可能性が
依存する。 それらを類型的 に把 握し たものが元型で ある。
・人 間 の 類 型　二 つの一般的 態度（外交的、 内向的）。四つ の心 理機能（合理 的機能＝思 考、 感情。非
合理的機能 ＝感覚、直観）。一般的態度 と心 理機能を組み合 わせて 八つ の類型 がで きる。
さらにユングは人間の類型としてですね、２つの一般的態度、内向的、外向的という一般的態
度と、４つの心理機能、つまり合理的機能とされるのが思考と感情、非合理的機能が感覚と直観
を考えています。それが「外向、内向と４つの機能で人間の性格というのが８つのパターンに分
類できる」と、 ユングは言っておるわけですが、合理的といいますのは、私匡 ）とそれから対象
― 13 ―
私 の 心 理 雑 誌
（客）、これが関係しあう可能性をもっているのが合理的機能です。ですから感情、例えば非常に
かわいそうだな、かわいそうだなというふうに感じる。そうするとあの人になんかしてやらなけ
ればいけないかな、というようなこういう感じが産まれてくる。それから思考、これは、もうた
えず対象とのやりとりをしていかなければ思考はできないですね。
もう一つ非合理的機能といいますのは、その対象（客）と主、これが繋がらない。むしろ主だ
け。それが感覚というのは例えば 匚これは三角だ。」というそういう感覚。これは主だけでいい
わけです。その色も、白とか黒、まあそういうふうに捉えていく。それで自分で処理しとったら
いいんですけども。　しかしそこでですね、こう自分だけの処理ばっかりしておりますとね、そこ
にまたその歪みが出てくるわけです。例えば殺人、人を殺す、そういうようなことを感情的に捉
えるか感覚的に捉えるか、感覚でいけば全部自分の内部での処理。相手のことを考えない。匚殺
人、ああ上手いこと殺しよったな。嫌な奴は、ああいう風に抹殺したらいいんだな」となる。直
観ということになりますとそこからまたいろんな理屈とかを生み出すんですけど、要するに、感
覚や直観の非合理的機能は、客体から取り入れたものを主体的内部のみで納得して満足してしま
う機能であります。ですから今私達は、先ほどいいました普遍的無意識、そこにある非常に深い
精神的なものを無視し、また、感覚や直観で自分内部だけの処理だけで物事を決め付けてしまっ
ているのではないかと思えるのです。
６
自我同一性確立 への真剣な取 り組 み
したがいまして、私たちはもっともっとその辺りからその精神の深さ、あるいは他との関係の
重要性を大切にすることが必要になるのではないか。そうしますとこれは非常に難しい。日常的
なことを考えるのにやれ普遍的無意識だ。そんなことまで考えるのは非常にしんどいから、せめ
て自我同一性の確立。そういうことが、非常に現実的で私たちがいきいきと取り組めるんじゃな
いか。その上うに私は考えているわけです。
その自我同一性を、エリクソンの理論から考えていきますと、要するに自我同一性とは自分と
いうことを自分ではっきりと捉えるということ、それは、人は小さい時から行動する、その行動
したことが周りから社会的に承認される。そういったようなことから、自分自身の現実的な評価
を自分で高めていく。そういうことですね。社会的な現実の中で定義される自我。「そういうそ
の自我が今だんだんだんだん私に出来てきているんだな。」というそういうことを実感できるこ
れが自我同一性。このようにエリクソンはいっているわけですね。
それと同時にですね、自己の同一性は、時間的に連続するわけであります。例えば、過去の自
分、現在の自分、それから未来の自分。過去の自分というのは、これはもう今、絶対否定するこ
とはできない。私か辿ってきた過去です。それをもう一度、現在の自分で再解釈する、あるいは、
再定義してみる。さらに未来の自分に対して期待や希望を持っていく。そういうなところから自
我同一性というものはできる。
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或いはですね、その現在と未来と過去ということですね。現在から過去のことを意味づけるこ
とができる。それから意味づけた過去から未来、すなわちこういう過去であった、じゃあ将来は
こうしよう。というように過去から未来を構想することができる。また、その構想に向かって今
私はどう進んでいくか、ということを方向づけすることができる。こういったようなことで自我
同一性というのものができていくわけなんです。
ですから、その同一性これは時間的に連続したものである。それと同時に先ほどいいましたよ
うに社会的なもの、他の大と関係しているということです。ですから私の自己同一性というもの
は他の大の自己同一性を保証するものでなければいけない。こういうような見方をしているわけ
ですね。ですからこういうようなレベルならば我々はなんとか難しい無意識とかなんとかかんと
かいわなくても、本当は無意識まで深めていかなければならないけれども、なんとかこの辺りで
いろいろ自分ということを見直したり立て直したり、あるいは社会の関係、それで今の自分はそ
れでいいのかというふうなこととか、そんなことを捉えることができる。そういったようなこと
をすることから、よい心の育つ、そして心の育った人の集まる社会ができていく。それがあって
こそ、こころのケアセンターで、しんどい思いをしながらやっと解決したそれが、一生そこで活
されるようになるのではないか。
このように考えるときに、帝塚山大学の心理福祉学部。これは確かにその心のヶアということ
これは重要でございます。しかしそれと同時に人間の心というもの、それがより健全化していく
ように心理学的にその研究していく、明らかにしていく、そのための効果的な方法を考えるよう
なことも、これからの課題にしていただきたいわけでございます。また福祉ということでも、ま
さにその福祉に関わるための自我同一性とはどういうものか、また福祉専門家としての私か、そ
の同一性確立の努力を続けている私そのものを、どのように現実の福祉に役立てていくべきか。
そういったようなことを学んでいく、そういうように教育していくということが必要ではないか
と、私は考えるわけです。
エリクソンはこのように言っております。「健康なパーソナリティーを持った子どもを育てる
ためには、親は本物の環境のなかで、本物の人間にならねばならない。」私たちは、さまざまな
環境で本当の私、本当に役立つ私になるために、全て本物ということを求めてしっかりとやって
いかなければならない。心理福祉学部はそういうことにも今後とも貢献していただきたいとうい
うこと、それを心からお願いいたしまして、私の講義を終わらせていただきます。長時間、ご静
聴いただき、本当にありがとうございました。
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古 瀬 謹 － 「 私 の 心 理 雑 談 」(2007.1.24) 資 料
Ｏ右脳・左脳
右脳：ものごとを細かく分けるより、全体的に処理する。夢見がちで、抽象的な認知よりも感覚的な知覚に
関わることが多い。アナログ。図形や美術、音楽。
左脳：分析的、論理的、緻密で、時間感覚が鋭い。デジタル。 計算、言語。
○ 知 能 は 全 人 格 の 一 部
知 能 は 本 質 的 に 、 情 緒 、感 情 、 態 度 、 雰 囲 気 、 生 活 経 験 、 身 体 的 疾 患 、 身 体 的 健 康 等 々 と 内 部 的 な 相 互 関 係
が あ る の で あ っ て 、 知 能 そ れ 自 体 は 独 立 し て 活 動 し て い る も の で は な い 。 知 能 が 、 人 格 と 呼 ば れ る ま と ま り の
力 動 的 、 機 能 的 な 部 分 と し て 考 え る と き 、 そ れ は 正 し く 理 解 さ れ て い る こ と に な る 。
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○ピアジェの思考発達理論
環境に対して、同化と調節を行なう。脱中心化をはかりながら、より高次の調和のとれた、統合された構造
の獲得への過程をたどる。この過程を均衡化という。
その過程は次のような段階に区分される。Ｉ．感覚運動的段階　Ｕ．前操作的段階（①前概念的思考期　②
直観的思考期）　Ⅲ。具体的操作段階　IV. 形式的操作段階
○心の構造
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ラザラス（帆足喜 与子訳）「個性と適応 」岩 波書店
ユング
河合隼雄「ユング心理学入門」培風館
・普遍的無意識　表象可能性の遺産として、 個人的ではなく、人類に普遍的なもので。個人の心の真の基礎。
われわれ人間には、知的なレベルではなく、原初的な心性に通じる表象の可能性が存在する。それらを類型的
に把握したものが元型である。
・人問の類型　二つの一般的態度（ﾀﾄ向的、内向的）。 四つの心理機能（合理的機能＝思考、感隋。非合理的
機能＝感覚、直観）。一般的態度と心理機能を組み合わせて八つの類型ができる。
○自我同一性確立への真剣な取り組みを。
参考　 帝塚山学園での私の管理・運営的な仕事　 「’77,78短大一般 教青主任」「’79-86短大教務部長」「’8F93 短大学長・
学園理事」「’97~99学園理事」「’99~01学園長・ 学園理事」r’03,04人 文科学部人間文化学科主任JF ’05心の ケアセンター
長」
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1937年（昭和12）
1949年（昭和24）
1952年（昭和27）
1955年（昭和30）
1957年（昭和32）
1960年（昭和35）
1961年（昭和36）
1962年（昭和37）
３月26 囗
３月
３月
３月
３月
３月
４月
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1962年（昭和37) 4 月
1964年（昭和39）
1966年（昭和41）
５ 月
３ 月
1966年（昭和41) 4 月
1968年（昭和43) 4 月
1969年（昭和44) 4 月
1970年（昭和45) 11月
1976年（昭和51) 4 月
1977年（昭和52) 4 月
1979年（昭和54) 4 月
1981年（昭和56) 4 月
1988年（昭和63) 4 月
1996年（平成8 ）
1998年（平成10）
1999年（平成ｎ）
2002年（平成14）
2004年（平成16）
2005年（平成17）
2007年（平成19）
2007年（平成19）
４ 月
４ 月
４ 月
４ 月
４ 月
４ 月
３ 月
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匚教育におけるカウンセリングマインド」1988 年３月
高槻市教育研究所 匚研究所報」第61号
匚カウンセリングを学ぶ意味」1989 年３月
高槻市教育研究所 匚研究所報」第62号
匚カウンセリングマインドの展開」1990 年３月
高槻市教育研究所 匚研究所報」第63号
匚子供たちの望ましい行動を引き起こす人間関係　　 図解の試み　 」1991年３月
高槻市教育研究所 匚研究所報」第64号
「教育評価論」1992 年３月　　　 高槻市教育研究所 匚研究所報」第65号
匚学生による授業評価の意義」1995 年２月
帝塚山短期大学 匚紀要」第32号
匚教員による授業の自己評価」1997 年３月
帝塚山短期大学 匚紀要」第34号
匚多人数クラスにおける双方向性授業についての実践的研究
カウンセリング入門の場合　 」1998 年３月
帝塚山短期大学 匚紀要」第35号
匚心のヶアの方向についての一考察」2005 年３月
帝塚山大学心のケアセンター「紀要」第１号
-19-
私 の 心 理 雑 誌
そ の他
匚意味のある学習　　 治療と教育における　　」1965 年８月
豊中市立教育研究所 匚カウンセリング・ワークショップ資料」
匚創造性への手がかり」1966 年３月
豊中市立教育研究所 匚教育相談資料」
匚遊戯室の窓から」1966 年３月
豊中市立教育研究所「研究所報」第20号
匚教育相談から学ぶもの」1974 年３月
高槻市教育研究所 匚研究所報」第46号
匚成長の原点」1975 年３月
高槻市教育研究所 匚研究所報」第47号
匚悩んだ末の帝塚山方式」1998 年３月
日本私立短期大学協会 匚平成９年度　第１回自己亟検・評価担当者協議会報告書」
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